
1 　 VISIO N 2 02 5 　 －両大会を 通じ た取組と その成果－

■ 2 0 2 5 年に東京で開催さ れた世界陸上と デフ リ ン ピ ッ ク 。 多く の観客で埋め尽く さ れた会場は、かつてない一体感に包ま れ、子供たちを はじ め多く の人に

　 ス ポーツ の喜びや楽し さ を 届けま し た。 ま た、多様な人々がス ポーツ を 通じ てつながる 姿は、互いを 認め、 尊重し 合う 共生社会への歩みを 加速さ せま し た。

■ 東京都はこ れま で、両大会の開催を 活力に、ス ポーツ の力で東京の未来を 切り 拓く ため、「 ビ ジョ ン 2 0 2 5 」 等を 策定し 、様々な取組を 推進し てき ま し た。

■ 本書は、両大会を 通じ た取組や、その成果等を 取り ま と め、レ ガシーと し て未来の東京へど のよ う につなげていく のかを お示し し たも のと なり ま す。

世界陸上・ デフリ ンピッ ク 　 ビジョ ン2 02 5 　 レガシーブッ ク（ 概要版）

推しスポーツPro j e c t

世界陸上・ デフリ ンピッ ク の開催を 機に、ス ポ

ーツ を「 する・ みる・ 支える・ 応援する 」 の視点

から 、様々なス ポーツに親し む機会を 創出

・ 両大会で気運が盛り 上がる 中、多く の

　 人が様々なス ポーツ に参加

・ ス ポーツ への継続的なかかわり を 促す

　 こ と で、ウ ェ ルビ ーイ ン グ向上に寄与

※世界陸上・ デフリ ンピッ ク入場者含む
※都立スポーツ 施設の利用貸出事業の
　 利用者は含ま ない

※U C:ユニバーサルコ ミ ュ ニケーショ ン

※SAF:持続可能な航空燃料

約3 0 0万人※

都や関係団体等のス ポーツ

イベント 等に参加し た人数

（ R6 .4 ～R7.11月）

参画人数 主な成果 主な成果

主な成果 主な成果 主な成果

こ ども たちが 夢をみる

子供たちが夢と 希望に触れ、学び、成長でき る  

よ う 、大会への参画機会を 幅広く 創出

・ 国際大会なら ではのス ポーツ 体験等

　 ス ポーツ へ触れる 機会を 幅広く 創出

約9 .9万人
（ 引率者含む）

子供たちを 観戦に招待

両大会あわせて

みんなが つながる

「 いつでも・ どこ でも・ 誰と でも つながる

街・ 東京」 を目指し 、情報バリ アフリ ーを推進

・ デジタ ル技術や手話言語対応等を 充実

　 さ せ、大会の情報保障を 推進

6 社17 2 駅
鉄道駅にU C技術導入

（ 令和６ 年度）

未来へ つなぐ

両大会が「 未来へつながる 大会」 と なる よ う 、

持続可能性や多様性に関する 取組を推進

・ 持続可能な大会運営を 通じ 、SAF※やAir

　 ソ ーラ ーなど 環境先進技術の普及を 促進

約11,3 0 0 L
世界陸上と 連携し た

回収キャンペーンで集まった

SAFの原料と なる 廃食用油

世界の人々が 出会う

「 何度でも 訪れたく なるTO KYO」 を目指し 、

両大会を 契機に、東京の多彩な魅力を 発信

・ 両大会に合わせ文化プロ グ ラ ム を 実施し 、

　 多く の人に東京の芸術文化を PR

約11.3万人
文化プロ グラム

「 TO KYO  わっし ょ い」

参加者

みんなで 創る

多く の人が大会に参画し 、ス ポーツの力を 実感

できる よ う 、参画を 促す取組を 幅広く 展開

・ 東京2 0 2 0 大会のレ ガシーも 活用し て

　 募集を 行い、多く のボラ ン ティ アが活躍

・ 臨場感あふれる 会場での競技観戦に 

　 多く の子供たちを 招待

・ U C※技術の都有施設での活用、鉄道駅

　 への導入支援等によ り 社会実装を 促進

・ 大会やイ ベン ト を 通じ て多様性の

　 大切さ を 発信し 、理解を 促進

・ 東京の魅力を 感じ ら れる 場所を マラ ソ ン

　 コ ース に設定する など 、様々な場面を

　 通じ て効果的にプロ モーショ ン

・ 気運醸成イ ベン ト 等によ り 大会への

　 関心を 高め、多く の都民の参画を 促進

約6 ,0 0 0人
大会を支えた

ボラ ンティ ア

両大会あわせて
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2 　 TO KYO  FO RW ARD  2 02 5 　 －両大会を 通じ て創出さ れたレガシー－

（ 参考） 東京2 02 5世界陸上・ 東京2 02 5デフリ ンピッ ク

東京2 0 2 5 世界陸上
大会ロ ゴ

東京2 02 5デフリ ンピッ ク
大会エンブレム

こ ど も たちが

“ ス ポーツの力” を実感

“ スポーツの力” で人々がつながる 、活力あふれる 東京の未来を実現していく

■ 世界陸上 < 2 02 5 年９ 月開催> 数字で見る  東京2 02 5世界陸上

ト ッ プ ア ス リ ート が 集う 陸上

競技の 祭典。 世界最高レ ベル

の熱戦がス ポ ーツ の喜びや

楽し さ を 届け る と と も に 、

全世界に都市の魅力を 発信

・ 競技観戦や国立競技場での陸上体験など 、

　 かけがえのない体験

・ ロ ゴ 制作や大会運営など 、 大会の様々な場面に参画

・ 様々なス ポーツ 体験や事前学習での学びを 通じ 、

　 ス ポーツ の楽し さ を 実感・ 理解を 促進

2

U C技術や相互理解を 通じ 、

共生社会への歩みを加速

・ U C技術の活用・ 社会実装の促進

・ 啓発イ ベン ト やサイ ン エールの普及等

　 ス ポーツ を 通じ た相互理解

・ 体験等を 通じ た共生社会への理解

・ 国際手話人材を 育成、大会で活用

今後の国際ス ポーツ大会の

新たなモデルに

・ 東京2 0 2 0 大会の経験や運営ノ ウ ハウ の継承、蓄積

・ ガバナン ス 確保に向けた取組

・ 各局事業と 連携し た都政課題の解決

・ 都立ス ポーツ 施設の活用

・ 都民の参画、全国への波及効果

レガシー

今後の取組の方向性

子供たちにス ポーツへの参画・ 観戦・ 交流の機会を 多面的に提供し 、心身の健全な発達につなげていく

U C技術を ス ポーツイベント 等で積極的に活用する ほか、都有施設への配備や公共施設等への導入支援によ り 社会実装につなげていく

ノ ウハウ・ 経験等を 今後の様々なス ポーツ 大会の運営に活かし 、都市のプレ ゼンス 向上や魅力発信など 国際ス ポーツ 大会の持つ価値を根付かせ、都市の更なる 発展へ

1 9 3 か国・ 地域
＋難民選手団

1 ,9 9 2 人
参加国・ アスリ ート 数

約6 2 万人
総入場者数

7 ,9 7 7 万人
大会期間９ 日間の

累計視聴人数（ TBS）

７ 億回超

7 0 万人増
動画視聴・フォロワー数

（ W o rld  Ath le tics  SNSアカウント ）

■ デフリ ンピッ ク  < 2 02 5 年11月開催> 数字で見る  東京2 0 2 5デフリ ンピッ ク

デフ ア ス リ ート に よ る 国際総

合ス ポ ーツ 競技大会。 障害の

有無など にかかわら ず、 誰

も がス ポ ーツ を 楽し む素晴

ら し さ を 伝え る と と も に、

共生社会への歩みを 加速

7 9 か国・ 地域等

約2 ,8 0 0 人
参加国・ アスリ ート 数

※2 02 5 年1 2 月時点

約3 3 万人
総入場者数

競技会場・  デフリ ンピック スク エア

約3 2 4 万回
競技動画再生数

※2 02 5 年1 1 月2 7 日1 5 時時点

2 ,4 8 1 媒体

3 ,9 7 6 人
全競技会場

メ ディ ア取材数
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